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2017年 12月 13日 ITU競技規則変更に伴い、以下の内容が改定となりました。 
 

内容 
ディスクブレーキ対応ホイールのストックホイール規定について 

 
現在のストックホイールの規定 
出場選手 10名でリムホイール前後輪 1組とし、そこから 10名増えるごとに 1組追加。 
1～19名	 1つ 
20～29名	 2つ 
現状では出場選手が 1～19 名の大学はリムホイールもしくはディスクブレーキ対応ホイールのいずれ

か１つしか申請することができず、どちらかにしか申請できない。 
 
改定案 
従来のストックホイール規定にディスクブレーキ対応ホイールの規定を新たに追加。 
出場選手 1～19名の時ホイール前後輪 1組とし、そこから 10名増えるごとに 1組追加。 

ディスクブレーキ対応ホイール リムホイール 
1～19名  1つ 1～19名  1つ 
20～29名 2つ 20～29名 2つ 

 
例）ディスクブレーキ対応ホイールとリムホイールを申請する場合。 
・出場選手が 1～19名だった場合 

ディスクブレーキ対応ホイール 1つ 
	 	 	 	 	 	 	 リムホイール１つ	 	 	 	 	 	 	 	 	   計 2個まで 
・出場選手が 20～29名だった場合 

ディスクブレーキ対応ホイール 2つ 
	 	 	 	 	 	 	 リムホイール 2つ	 	 	 	 	 	 	 	 	   計 4個まで 
但し、ディスクブレーキ対応ホイールの申請が無ければ従来のストックホイール規定と同様。 

例）リムホイールのみを申請する場合。 
・出場選手が 12名だった場合、リムホイール１つ	 	 	 	 	 	 	 	 	 計 1個まで 
・出場選手が 22名だった場合、リムホイール 2つ	 	 	 	 	 	 	 	 	 計 2個まで 
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